
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

　【目標の達成状況】　目標を達成した　／　達成できなかった

　【所見】

令和4年度の施設整備計画に計上した事業については計画通りに達成できた。
大栄中学校について、昇降機の設置及びバリアフリー改修を行い、障がい児等の学習環境の向上
を図ることができた。

（様式２）

令和６年６月

事業完了後、担当課内で評価を行い、町ホームページに公表し、町民への情報提供及び町民の
意見聴取に努めている。

町立大栄中学校について昇降機の設置及びバリアフリー改修を行い、障がい児等の学習環境の
向上を図ることができた。（大栄中学校昇降機等設置工事：令和６年1月完了）



（様式３）

６．事業ごとの実施状況

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

大栄中学校（昇降機設置） （４） 07 大規模改造（障害） 校 - R5.3～R5.12 R6.2.13

大栄中学校（バリアフリー改修） （４） 07 大規模改造（障害） 校 - R5.3～R5.12 R6.2.13

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設のとりこわし時期を
明記）

整備方針

（実施しなかった場合）
未実施の理由・今後の対応予定等

事業完了年月日


